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（アイヌ語アーカイブから）

令
和
七
年
八
月
二
〇
日
（
水
）

一
九
：
〇
〇

ふ
る
さ
と
歴
史
館

勉
強
会

「
更
科
源
藏

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
事
件
」

講
師

松
橋
秀
和

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
か
ら
一
三
年
、

や
ん
ご
と
な
き
お
方
と
の
一
コ
マ
を
紹
介

勉
強
会

山
本
正
裕
さ
ん
快
挙

北
海
道
写
真
協
会
釧
路
支

部
の
七
月
例
会
で
、
山
本
さ

ん
の
作
品
、
題
名
「
ふ
し
ぎ

な
世
界
」
が
一
位
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
昨
年
の
同
例
会
で

一
位
、
本
年
の
第
七
二
回
写

真
道
展
・
第
一
部
自
由
部
門

で
は
題
名
「
叱
ら
れ
て
」
が

入
選
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ

か
当
会
で
個
展
を
計
画
し
た

い
で
す
ね
。

'25
.
07
.
19
北
海
道
新
聞
か
ら

令
和
の
７
並
び
記
念
日

令
和
七
年
七
月
七
日
。
「
７

７
７
」
の
何
て
こ
と
な
い
数
字

の
並
び
で
す
が
、
ど
こ
か
に
何

か
が
あ
る
感
じ
が
す
る
数
字
の

並
び
で
す
（
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
さ
れ
る
方

に
は
）

。
前
田
会
員
は
鉄
道
が
趣
味
で

且
つ
職
業
柄
も
あ
っ
て
、
七
円

切
手
に
当
日
の
日
付
印
で
消
印

し
て
「
記
念
シ
ー
ト
」
を
作
ら

れ
ま
し
た
。
楽
し
い
遊
び
心
で

す
。

七
月
二
三
日
の
例
会
は
、
道
東

地
方
が
歴
史
的
な
気
温
の
上
昇

に
よ
る
熱
中
症
等
の
危
険
が
あ

る
た
め
、
急
遽
中
止
と
し
ま
し

た
。勉

強
会
の
演
題
は
八
月
の
例

会
へ
持
ち
越
し
ま
し
た
。

写
真
展
の
結
果

五
月
八
日
か
ら
六
月
二
九
日

ま
で
二
回
に
わ
た
り
二
二
日
間

開
催
し
ま
し
た
。
延
べ
約
五
〇

〇
名
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

来
場
者
の
約
六
〇
％
が
弟
子
屈

町
内
か
ら
で
し
た
。

水
越
氏
の
作
品
を
広
く
町
民

に
鑑
賞
し
て
頂
く
事
、
当
会
の

存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
く
、
と

い
う
当
初
の
目
的
は
達
成
で
き

た
と
自
賛
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
写
真
展
単
体

の
決
算
は
監
査
中
で
す
の
で
、

次
回
の
例
会
で
報
告
し
ま
す
。

因
み
に
、
総
額
で
四
十
五
万

円
ほ
ど
の
費
用
を
要
し
ま
し
た
。

写真展の様子
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我
が
家
の
ア
ル
バ
ム
か
ら

№
２

「
更
科
源
藏
」
氏
の
写
真

む
か
し
む
か
し
写
真
館

№３５６

小
林

俊
夫

こ
の
写
真
は
、
昨
年
の
暮
れ
東
京
都
内
に
あ
る
古
書
店

か
ら
「
更
科
源
蔵
詩
集
」
を
取
り
寄
せ
た
と
こ
ろ
、
氏
の

サ
イ
ン
が
書
か
れ
、
そ
の
中
に
写
真
が
挟
ん
で
あ
り
ま
し

た
。
き
っ
と
こ
の
詩
集
の
出
版
記
念
会
の
写
真
と
思
わ
れ

ま
す
。

●
更
科
源
藏
・
隣
に
千
恵
婦
人
が
写
っ
て
い
ま
す
。

１
９
６
１(

昭
和
三
十
六)
年
一
月
二
十
日
撮
影
。

こ
の
写
真
は
、
１
９
３
６
（
昭
和
十
一
）
年

一
月
三
日
「
川
湯

御
園
」
で
撮
影
さ
れ
て
い

ま
す
。
写
真
に
は
万
年
筆
で
名
前
が
英
字
で
上

書
き
れ
て
い
ま
す
。

上
段
右
側
か
ら
合
田(

登)

・
不
明
・
阿
部
・

大
塚
・
本
山
・
本
山
・
髙
田(

辰
蔵)

・
前
列
右

側
か
ら
安
倍(

實)

・
小
林(

父)

・

更
科
源
藏
。

立
っ
て
い
る
方
は
不
明
。

ど
の
よ
う
な
集
ま
り
で
川
湯
に
宿
泊
し
た
の

か
は
不
明
で
す
が
、
親
し
い
仲
間
た
ち
の
集
ま

り
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
写
真
は
、
１
９
３
８
（
昭
和
十
三
）
年

「
昭
栄
尋
常
小
学
校
創
立
二
十
周
年
」
の
記
念
写
真

で
す
。

右
側
か
ら
佐
藤
勇
校
長
・
城
尾
義
三
弟
小
校
長
・

更
科
源
蔵
と
道
子(

長
女)

・
青
木
貞
行
村
長
・
小

林(

父)

等
多
く
の
関
係
者
が
写
っ
て
い
ま
す
。

※
「
本
町
に
関
す
る
古
写
真
」
の
無
償
提
供
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

（
コ
ピ
ー
し
て
お
返
し
致
し
ま
す
）

て
し
か
が
郷
土
研
究
会


